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１． はじめに 

 木曽川水系中津川は，恵那山に源流を持つ一級河川で

あり，土砂生産が活発な流域である。2021年8月13日から

15日にかけ，中津川流域では豪雨が発生し（以後，8月豪

雨），多数の土砂移動と砂防施設での土砂捕捉が見られた。 

土砂生産が活発な流域では，生産土砂による河床上昇

によって引き起こされる土砂・洪水氾濫対策を考える必

要がある1)。一方で，土砂・洪水氾濫をもたらす大量の土

砂生産は，複雑な要因によって引き起こされており，特に

流域面積の小さな渓流では、降雨条件や地質，地形といっ

た条件だけでは，大量の土砂生産が発生するおそれの評

価が難しい2)。したがって，土砂・洪水氾濫対策を検討す

る上で，実際の出水を対象に，流域内において、特に本川

への土砂流出が活発な支川を抽出し、モニタリングする

ことが有効と考えられる。 

そこで本稿では，8月豪雨による中津川流域内の土砂移

動状況を，支川内の土砂生産，支川および本川流域内の砂

防施設における土砂捕捉，支川と本川の合流点における

土砂堆積を基に整理し，本川への土砂流出が活発な支川

を評価したので報告する。 

 

２．調査地と調査方法 

 中津川流域は，流域面積約 83km2，流路長約 22km，平

均河床勾配は 1/11.4 である（図1）。砂防堰堤，治山堰堤

が多く設置されている。地質は，白亜紀後期に形成された

濃飛流紋岩類に花崗岩帯が貫入し，恵那山の山頂付近標

高 1400m以上は濃飛流紋岩が，下流域には花崗岩が分布

している。8月豪雨は最大時間雨量 44.5mm、最大 24時

間雨量 288mm、総雨量 454.2mmを記録した（図 1）。 

 中津川流域を対象に，8 月豪雨による土砂移動状況を

UAV による撮影，簡易計測によって調査した。調査は，

砂防堰堤における堆砂状況，支川からの土砂流出状況，流

下痕跡支川内の土砂生産，支川および本川流域内の砂

防施設における土砂捕捉，支川と本川の合流点におけ

る土砂堆積に着目して実施した。 

 
図 1 調査地と8月豪雨の降雨状況 

 

３．結果と考察 

 まず，中津川本川について示す（図 2）。牛ケ瀬砂防堰

堤上流，川上流路工において河床上昇傾向が見られた。さ

らに上流の中津川第 4 砂防堰堤から中津川第 8 砂防堰堤

にかけては，いずれも施設上流に土砂堆積が見られ，河床

が上昇している。これらは，右支川一ノ沢合流点よりも下

流である。一ノ沢合流点より上流の中津川第 9 砂防堰堤

は未満砂で，下流への土砂流出は限定的と考えられる。 

次に，支川である。右支川正ヶ根谷は，大規模崩壊地を

有し，8 月豪雨でも新たな土砂生産があった可能性がある。

また、正ヶ根谷中流に位置する治山堰堤で，土砂，流木の

捕捉が見られた。右支川小萱谷は，最下流部に透過型砂防

堰堤が設置されているが，満砂していない。また本川との

合流部に土砂の堆積は見られるが，約1000m3と多くない。

右支川八衛門谷は中津川本川との合流部に堆積土砂は見

られるが，1000m3程度と限定的である。右支川一ノ沢に

は，平成 12年東海豪雨で発生した大規模崩壊地が存在す

る。流域内に設置された治山堰堤には大量の土砂堆積が

見られ，過去に撮影された写真を踏まえると 8 月豪雨で

生産された土砂である可能性が考えられる。また，中津川 



 

図2 中津川流域における土砂流出状況 

 

図3 一ノ沢と本川の合流部 

本川との合流点周辺で 10000m3 程度と大量の土砂堆積が

見られる（図 3）。左支川地獄谷では，大量の土砂生産が

あったが透過型砂防堰堤の地獄谷第 4 砂防堰堤により捕

捉され，本川への土砂流出は見られない。 

中津川本川では、一ノ沢との合流点より下流で、河床上

昇傾向が見られた。また、一ノ沢と本川の合流点では、大

量の土砂堆積が見られ，他の土砂生産が多かった支川（例

えば、地獄谷）では施設で土砂が捕捉され，本川への土砂

流出が限定的であった。以上より，8月豪雨における中津

川本川の河床上昇に一ノ沢からの流出土砂が担った役割

が大きいと考えられ，一ノ沢と本川の合流点下流で今後

も土砂移動が継続する可能性がある。 

 

４.まとめ 

 中津川流域における 8 月豪雨による本川の河床上昇は

一ノ沢からの土砂流出の影響が大きいと考えられる。こ

のような土砂流出が活発な支川を重点的にモニタリング

し、流域内の土砂移動状況を継続的に調査していきたい。 
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